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概要 

工業的なアンモニア生産は、化石燃料由来の水素を用いる必要があり、化石燃料の大

量消費が問題となっている。そこで、当研究室では、窒素固定酵素のニトロゲナーゼに

ヒントを得た水素を使用しない生物模倣型窒素固定法の研究開発を行っている。 
これまでに当研究室では図１に示す一連の窒素

を活性化できる化合物の開発に成功した。この化

合物は、常温常圧で窒素を活性化でき、酸や水と

反応させるだけで、バナジウム錯体からはアンモ

ニアを、クロム錯体からはヒドラジンのみ、もし

くはヒドラジンとアンモニアの両方を生成する。 

 

セールスポイント 
１．常温常圧下、水素を使用せずに窒素固定できる。 
２．化石燃料由来の原料を必要とせず、アンモニアとヒドラジンを選択的に作り分ける

ことができる。 
 
今後の展望等 
１．小型アンモニア製造装置への利用。 
２．高触媒耐久性を有する触媒の開発。 
３．新規炭酸固定法への展開。 
 
SDGs、ゼロカーボンへの寄与  
 本技術の実現と利用は、化石燃料を必要としないアンモニア生産により、SDGs、ゼ

ロカーボンの達成に寄与できる。（SDGs目標 7，13，15番） 
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